
●比較文化副専攻 履修モデル　〔2018年度以降入学者に適用〕

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

■比較文化の基礎

比較文化 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目 ＜ﾁｪｰﾝﾚｸﾁｬｰ＞

比較文化A 2 2・3・4 選択必修　　　2単位
国際英語学科
人文学科（日）

隔年開講

比較文化B 2 2・3・4 選択必修　　　必修
国際英語学科
人文学科（日）

隔年開講

表象文化A 2 2・3・4 選択必修
国際英語学科
人文学科（日）

隔年開講

表象文化B 2 2・3・4 選択必修
国際英語学科
人文学科（日）

隔年開講

■異文化理解
比較文学 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目 ○
異文化理解A 2 2・3 選択必修 国際英語学科

異文化理解B 2 2・3 選択必修 国際英語学科

日米比較研究Ⅰ 2 3・4 選択必修 国際社会学科（国）

日米比較研究Ⅱ 2 3・4 選択必修 国際社会学科（国）

比較社会学 2 2・3・4 選択必修 国際社会学科（社） 隔年開講

多文化の社会学 2 2・3・4 選択必修 国際社会学科（社） 隔年開講 ○
国際社会学 2 2・3・4 選択必修      2単位 国際社会学科（社） 隔年開講

グローバル化の社会学 2 2・3・4 選択必修   　必修 国際社会学科（社） 隔年開講

文化心理学(文化と自己） 2 2・3・4 選択必修 心理・コミュニケーション学科（ｺﾐｭ）

文化心理学（文化と認知） 2 2・3・4 選択必修 心理・コミュニケーション学科（ｺﾐｭ）

多文化コミュニケーション 2 2･3・4 選択必修 心理・コミュニケーション学科（ｺﾐｭ） ○ ○ ○
翻訳基礎論 2 2 選択必修 国際英語学科

○

○

○

○

○
○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○

○

科目配置学科等

○
○
○

備　　考
テーマ

授業科目名 単位数 履修年次
副専攻としての必修･選択

必修･選択の別

○先生からのアドバイス ～あなたの履修プランにはこんな科目がおすすめ～

比較文化副専攻の学びを通して、比較の視点から文化や社会の特色を捉える力を養うことを期待しています。

区分ごとのテーマ、到達目標を参考にして、興味、関心を持った区分の授業科目を中心に履修することができます。また、次のようなテーマに基づく授業科目の

履修も考えられるでしょう。

テーマ①アジア文化圏における日本のあり方を考えるには

②欧米文化に直面してきた近代日本のあり方を考えるには

③世界の民族文化の多様性と普遍性を考えるには

④種々の社会の特質を比較し、広く展望するには

⑤現代世界における諸文化の接触、交流のあり方を展望するには

⑥諸文化の歴史的な展開を比べあわせて考えるには

注意：履修モデルに挙げた科目の通りにすべて履修しなければならないということはありません。

履修モデルは、副専攻の課程修了に必要な最低単位数（22単位）以上で編まれている場合があります。

211



① ② ③ ④ ⑤ ⑥
科目配置学科等 備　　考

テーマ
授業科目名 単位数 履修年次

副専攻としての必修･選択
必修･選択の別

翻訳学特論 2 2･3･4 選択必修 国際英語学科

Tour Guide Interpreting A 1 2・3・4 選択 外国語科目

Tour Guide Interpreting B 1 2・3・4 選択 外国語科目

ドイツ語（読解）B＊ 1 2･3・4 選択 外国語科目

フランス語（読解）B＊ 1 2･3・4 選択 外国語科目

スペイン語（読解）B＊ 1 2･3・4 選択 外国語科目

中国語（読解）B＊ 1 2･3・4 選択 外国語科目

韓国語（読解）B＊ 1 2･3・4 選択 外国語科目

■地域と文化・社会

日本の文学 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目

日本文化史 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目

日本の文化（芸能）Ⅰ 2 １・2・3 選択必修 人文学科（日） 隔年開講

日本の文化（芸能）Ⅱ 2 １・2・3 選択必修 人文学科（日） 隔年開講

日本古代史 2 2･3･4 選択必修 人文学科（歴）

日本中世史 2 2･3・4 選択必修 人文学科（歴）

日本近世史 2 2･3・4 選択必修 人文学科（歴）

日本近現代史 2 2･3・4 選択必修 人文学科（歴）

日本政治外交史A 2 2･3 選択必修 国際社会学科（国） ○

言語調査Ⅰ 2 2･3 選択必修 人文学科（日） ○
言語調査Ⅱ 2 2･3 選択必修 人文学科（日） ○
世界の地域と民族 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目 ○ ○ ○
ヨーロッパの歴史と文化 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目

アメリカの歴史と文化 2 1・2･3・4 選択必修 　　2単位 総合教養科目

ラテンアメリカの歴史と文化 2 1・2･3・4 選択必修　　必修 総合教養科目

アジアの歴史と文化 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目 ○
現代史の諸相 2 1・2･3・4 選択必修 総合教養科目 ○

世界遺産学A 2 2・3・4 選択必修
人文学科（歴）
国際社会学科（構）

隔年開講

世界遺産学B 2 2・3・4 選択必修
人文学科（歴）
国際社会学科（構）

隔年開講

西洋前近代史B 2 2・3・4 選択必修 人文学科（歴） 隔年開講

カルチュラル・ヒストリーA 2 2・3・4 選択必修 人文学科（歴） 隔年開講

カルチュラル・ヒストリーB 2 2・3・4 選択必修 人文学科（歴） 隔年開講

フランス史 2 2・3・4 選択必修 人文学科（歴）

東南アジア社会基礎論 2 1･2 選択必修 国際社会学科（国） 隔年開講 ○
アメリカ社会基礎論 2 1・2 選択必修 国際社会学科（国）

アメリカ経済論 2 2・3・4 選択必修 国際社会学科（経） 隔年開講

ＥＵ経済論 2 2・3・4 選択必修 国際社会学科（経） 隔年開講

アジア経済論 2 2・3・4 選択必修 国際社会学科（経） 隔年開講

日本経済論 2 2･3・4 選択必修 国際社会学科（経）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
科目配置学科等 備　　考

テーマ
授業科目名 単位数 履修年次

副専攻としての必修･選択
必修･選択の別

■芸術・思想
西洋の哲学のあゆみ 2 1・2･3・4 選択 総合教養科目 ○
東洋の哲学のあゆみ 2 1・2･3・4 選択 総合教養科目 ○

比較思想 2 1・2･3・4 選択 総合教養科目 ○ ○

舞台芸術論 2 １・2・3・4 選択 総合教養科目 隔年開講

映像論 2 １・2・3・4 選択 総合教養科目 隔年開講

民俗学 2 1・2･3・4 選択 総合教養科目 ○ ○ ○
美術論 2 １・2・3・4 選択 総合教養科目 隔年開講

美術史（アジア） 2 2・3・4 選択 人文学科（歴） 隔年開講 ○

美術史（西洋） 2 2・3・4 選択 人文学科（歴） 隔年開講 ○
美術史（日本） 2 2・3・4 選択 人文学科（歴） 隔年開講 ○

22単位

注１

2

3

○

○

○

○

○

○

○

副専攻の課程修了に必要な最低単位数

比較文化副専攻の課程を履修する者は、２年次又は３年次の履修登録時に所定の副専攻登録を行うものとする。ただし、他の副専攻を登録する者は、本副専攻の登録をすることがで
きない。
＊印のドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語の各B（読解）は、同一言語を合計2単位まで本副専攻の課程修了に必要な単位として数えることができる。

本副専攻の課程を修了するには、本副専攻の授業科目のうち､選択必修、選択科目合わせて22単位を修得しなければならない。ただし、22単位のうち12単位は、自学科以外の科目の
単位とする。
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